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Ⅰ� はじめに 
日本で韓流という風が吹き始めてから 10 数年が
過ぎている。当時はこのブームについて「一時的な
現象であろう」、「長期間持続するだろう」などの意
見が出ていたが、「第 1 次韓流ブーム」iが落ち着く
頃、再び「第 2 次韓流ブーム」が起こり、その間韓
国語教育を実施する大学の数はもちろん、韓国語学
習者の数も爆発的に増加し、日本での韓国語教育が
量的、質的に大きく発展するきっかけとなった。 
グラフ 1）で、日本の大学が英語以外の教養外国語
科目にどのような外国語を開設しているかを見ると、
2013 年現在、韓国語は中国語、フランス語、ドイツ
語に続き 4 番目に開設大学の多い外国語である。中
でもとりわけ韓国語の増加率が際立つ。2000 年以前、
韓国語科目が開設された 4 年制の国・公・私立大学
については、国際文化フォーラム（2005）で述べら 
れたように、1970 年代は 8 校、1988 年は 68 校、
1995 年は 143 校になったが、その 5 年後の 2000 年
は 263 校で韓国語を学ぶことができる大学が約 2 倍
に増えた。グラフ 1）からも分かるように、2000 年
以降も韓国語教育が行われている大学は増え続け、 
2013 年は日本国内の大学全体の 64.2％に相当する
474 校になった。また、日本国内での韓国への関心 
 
（国際文化フォーラム(2005)の2000年の資料と文部科学
省高等教育局大学振興課大学改革推進室2001-2013年調
査資料により作成：2010年度は調査なし） 
 
が高まるにつれ、両国を往来する人もその後 10 数年
間着実に増加したii。 
筆者はかつて岡山県内の大学における韓国語教育
の現状について報告したが（朴珍希(2013)）、岡山県
内においても同様に韓国語科目が開設された大学の
数が増え、1970 年代には 1 校であったが、2005 年
は 9 校、2009 年は 12 校に増え、現在に至る。学習
者数も大幅に増加し、2005 年は開設大学 9 校のうち
6 校で 745 人、2012 年は 12 校で 3225 人が韓国語
263 285
322 346
369 393 409
430 429 450 451 468 474校
0
100
200
300
400
500
600
700
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
グラフ1) 英語以外の外国語科目開設大学数
フランス語 ドイツ語 スペイン語
中国語 韓国語
日本の大学における教養外国語科目としての韓国語教育 
–学習者への調査結果をもとに– 
 
朴� 珍希※1 
 
本稿は、日本の大学での韓国語学習者のニーズを把握し、どのような授業形態と教育が彼らの学習意欲を向上
させ、さらに彼らの学習目標の達成に貢献できるのかを把握することを目的とし、岡山県内の大学の教養外国語
科目としての韓国語学習者のアンケート調査の結果をもとに、日本の韓国語教育の問題を明らかにすると同時に、
今後の韓国語教育をより向上させるための方向性を提示した。方向性の提示では、韓流コンテンツの活用、e ラー
ニングの導入及び活用が学習意欲の向上に寄与するものと示し、また授業以外の学習時間の活用と、言語と文化
の同時教育という面から韓流コンテンツは不可欠であることを明らかにした。韓国語教育は、学習者の要望に応
える教育方法の研究と教育カリキュラムの確立、また教養外国語教育としての特性に合った教科書の開発と学習
者の目標達成が可能となるカリキュラムの確立が必要であることを主張した。 
 
キーワード：韓国語教育，アンケート調査，韓流コンテンツ，e ラーニング 
 
※1� 岡山大学教養教育非常勤講師 
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を学習した。岡山県内の大学には、韓国学科設置大
学、つまり専門課程はなく、すべて教養外国語科目
としての韓国語教育を実施している。 
 
Ⅱ� 先行研究と研究目的 
今までの日本の大学における韓国語教育に関する
研究は数多くなされているが、学習者ニーズに関す
る研究が比較的に活発になったのは最近のことであ
るiii。「第 2 次韓流ブーム」以降から 2105 年までの
研究は타니자키(2012)、심보(2012)、강영숙(2014)、
박종후(2014)、오기노(2015)などがある。各先行研究
の調査項目のうち、回答者数がもっとも多かった項
目を取り上げてまとめると、学習動機はほとんどが
「韓流」で、学習目的は日常生活や旅行に役に立つ
簡単な「会話能力」を望んでいて、学習目標レベルは
「入門」が多い。授業時間以外の学習はほとんど行
われていないが、「映像やインターネット」で学習と
似たような効果を得ようとしているように読み取れ
る。一方、韓国語学習時の難しい領域は「発音」が多
く、聞き取りを含めてリーディング領域である。学
習難易度、韓国語検定試験の受験・留学の希望有無
に関する項目は教育内容や教育目標を決めるのに非
常に役に立つが、資料は十分ではない。授業の改善
点については、「会話中心の授業」で、授業に映像を
活用することも好む。 
� 以上、先行研究をみてみたが、調査期間が少し異
なるとは言え、ほぼ似たような結果が出ている。 
しかし、いくつかの問題点もある。まず、先行研究
ごとに設問項目や選定にばらつきがあり、研究結果
を一般化することは難しい。さらに学習者が映像媒
体を活用した会話中心の授業を好むという結果から
学習者のニーズに合わせた授業カリキュラムの再構
成や教育方法の見直しを指摘してはいるものの、具
体的な教育方法や新カリキュラムの提案などはない。 
本稿では、以上の先行研究の結果を踏まえ、岡山
県内の大学における教養外国語科目（以下、教養）と
しての韓国語学習者の学習背景、ニーズなどを把握
し、その結果を参考に、今後の韓国語教育と教育方
法を向上させるための方向を考察してみたい。 
 
Ⅲ� 学習者アンケート調査内容と方法 
本稿の調査は、筆者が講義を担当している岡山県
内の大学 4 校の初級 7 クラスを対象に 2016 年 7 月
に実施した。アンケートの内容は、性別、学年、年
齢、専攻などを含む基礎項目と、学習動機、学習目
的、学習目標など韓国語の学習全般に関する事項、
そして学習を通じて得た韓国（人）と韓国語のイメ
ージなど 3 つで構成した。アンケートに応じた学習
者は、留学生を除く 18 歳から 22 歳までの合計 225
人である。調査対象大学の 1 コマの授業時間は、3 校
は 90 分で、1 校は 120 分ivである。 
 
Ⅳ� 学習者アンケート調査結果 
１� 基礎項目の調査結果 
基礎項目は性別、学年、専攻、韓国滞在経験と韓
国語学習経験などについて調査した。本稿で提示す
るパーセンテージはすべて四捨五入で計算した。 
グラフ 2)をみると、女子が男子より 2 倍くらい
多く、 
 
グラフ 3)では、ほとんど 1 年生である。 
 
表 1)で、専攻は理工系が文科系よりも多い。 
表 1) 専攻 
O 大学 K 大学 
教育学 経済学 工学 理学 農学 
情報工
学 
56 名 34 名 32 名 14 名 5 名 13 名 
25% 15% 14% 6% 2% 6% 
M 大学 S 大学  
食物 児童 福祉 
言語
文化 
生活
心理 
看護 合計 
21 名 14 名 12 名 10 名 6 名 8 名 225 名 
9% 6% 5% 5% 3% 4% 100% 
グラフ 4)で、学習者のほとんどは英語以外の外国
語を勉強したことがなく、 
 
� グラフ 5)で、学習者のほとんどは大学入学前に韓
国語を学習したことはないことが分かる。 
 
女144名
64%
男81名
36%
グラフ2) 性別
1年生
200名 89%
2年生
14名 6%
3年生
3名 1%
4年生 4名 2% 無回答
4名 2%
グラフ3) 学年
ある
23名10%
ない
202名 90%
グラフ4)  (英語以外の)外国語学習経験
ある
23名10%
ない 201名
89%
無回答 1名 1%
グラフ5) 韓国語学習経験
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大学入学前の学習経験者の学習形態は、表 2）の
ように、正規教育課程では 3 名に過ぎず、ドラマ・
映画、歌(K-POP)など韓流コンテンツが多かった。 
表 2）韓国語学習経験者の韓国語学習形態 
小中高 塾など 独学 歌(K-POP) 
3 名 0 名 3 名 7 名 
マンガ 
ドラマ・ 
映画 
韓国人と
の交流 
合計 
1 名 8 名 1 名 23 名 
グラフ 6）では、学習者の 80％が大学入学前に旅
行、交換プログラムなどを通じての渡韓経験はなく、 
 
グラフ 7）では、学習者の 80％以上が大学入学前
に旅行、韓国の学生と交流したことがないと答えた。 
一方、韓国の学生との交流経験のある学習者 15％
(33 名)のうち 70％(23 名)は韓国の学生との交流経 
験が韓国語学習のきっかけになったと答えた。 
 
 
2� 韓国語学習者のニーズ 
（1）韓国語の学習動機 
＜質問：韓国語の学習動機は何ですか。＞ 
 
グラフ8）で、学習者が韓国語を選択した動機は、
留学や進学などの「学問目的」や就職などの「特別目
的」を考えて韓国語を学習するよりも、韓国の大衆
文化、特に「K-POP・韓流（スター）に興味がある
ので」(21%)、「ドラマ・映画を字幕なしでみたいの
で」(6%)という韓国文化コンテンツに関する総合的
動機が多いという点は注目すべきである。約30％の
学習者が韓国の大衆文化に関わる項目に関心を持っ
ているという事実は、先行研究でも明らかになって
いたように、韓流コンテンツが日本の大学の学習者
には「第2次韓流ブーム」が過ぎた現在でもまだ身近
な存在であることを示している。大学の教養として
の韓国語教育では、この点を深く認知しなければな
らず、さらに、韓流コンテンツは学習者の学習意欲
を高め、より高い学習効果を図る媒介体として利用
されることが望ましい。 
また、「韓国語に興味があるので」(12%)、「近い国
の言葉を習いたいので」(10%)のように韓国語自体に
関心がある学習者が全体の22％を占めている。韓国
語そのものに関心を持ち韓国語の学習を始めるとい
うことは教養としての韓国語教育で何よりも重要な
学習動機であると言えよう。その他には、「修学旅行
で韓国へ行った時楽しかったので」、「留学してから
最終的には韓国へ移住したいので」などがある。 
 
（2）韓国語の学習目的 
＜質問：韓国語の学習目的は何ですか。＞ 
グラフ 9）で、韓国語を学習する目的は卒業のため
の「単位取得」を優先的に考えている学習者が最も
多いが、全体的には、「将来の就職」や「韓国留学」
という実利的な面より、「コミュニケーション」、「韓
国旅行」のような日常生活に役立つ会話能力を目的
とする場合が多い。 
 
外国語の授業といえば、一般的にコミュニケーシ
ョン能力と結びつける場合が多く、韓国語を教養と
して学習した場合、韓国語の授業に期待されるのは
コミュニケーション能力とどのように上手く韓国語
で表現できるかという実用性に価値を置くので、将
来の就職や韓国留学のような道具的な学習目的はあ
まり高くない。 
 
（3）韓国語の学習目標 
＜質問：韓国語の最終学習目標は何ですか。＞ 
ある
33名 15%
ない
180名 80%
無回答 12名 5%
グラフ6) 韓国滞在経験
ある
33名15%ない187名
82%
無回答 5名 3%
グラフ7) 入学前の学生交流経験
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� グラフ 10）でみるように、学習目標については「旅
行に役立つ会話能力」が 38％と圧倒的に高く、「教
養外国語としての基礎知識程度」が 22％、「日常生
活に役立つ会話能力」と答えた学習者が 21％を占め
ることから、学習者の大部分が「会話能力」を目標に
していることで、上記の「学習目的」と変わらないこ
とが分かる。 
 
 
（4）現在の授業数及び希望授業数 
ここでは、現在の授業数及び希望授業数について
みてみる。グラフ 11）で、韓国語の授業を週 2 コマ
受講している学習者は 60％以上で最も多いが、週 1
コマが適当であると回答した学習者は約 80％であ
る。ここでも同じく、学習者は学習目的・目標として
日常生活に役立つ「会話能力」を求めているのにも
かかわらず、韓国語の学習自体への期待値はあまり
高くない状態である。さらに、教室を出ると韓国語
を使うところもほとんどない環境の中で、週 1 コマ
だけの学習で、彼らの学習目的及び学習目標は叶え
られるのか、という疑問が生じる。 
 
前述したように、日本の大学学習者の韓国語学習
の目標や期待値はそれほど高くはない。専攻課程の
学習の場合には、専攻の授業についていくために、
学習者自らも授業以外の時間を投資して、自分の能
力を向上させる努力をするが、教養として韓国語を
学ぶ学習者のほとんどは、ただ単位が取れればいい
という考えが根底にあるように思われる。 
 
(5)� 授業時間以外の学習状況 
ここでは、授業時間以外の韓国語学習状況につい
てみてみる。グラフ 12）で授業時間以外に自分で勉
強する学習者は半分以下にとどまり、 
 
グラフ13）で、そのうち授業時間以外の学習に費
やしている時間は30分以内であると答えた学習者が
半分以上である。また、学習者の75％が週1時間も
韓国語学習に投資していないことから、韓国語学習
者は授業にのみ参加する場合が多いことが分かる。 
 
そこで、学習者の学習意欲を高め、学習目標の期
待値を高めると同時に学習効果を出すためには、授
業時間以外の学習時間を増やさなければならない。
続いて、授業以外時間の学習形態についてみてみる
と、グラフ 14）では、「K-POP など音楽」が最も多
く、「課題や予習・復習」、「映画・ドラマ」の順にな
る。学習者の過半数が「K-POP などの音楽、映画・
ドラマ」という韓流コンテンツを利用することは、
韓流コンテンツが韓国語学習にも深く関与している
ことを示している。 
 
この結果からは、学習者が韓流コンテンツを利用
して、ただの韓国文化関係の映像を見ているのか、
学習をしているのかまでは分からないが、これを参
考に、このようなメディアの視聴が学習につながる
22
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ようにするためのカリキュラムが必要であると思わ
れる。その他の学習形態としては、「小テストの勉強」、
「外部の検定試験勉強」などがある。 
以上のように、授業時間以外の自己学習を行わな
い韓国語学習者に、授業以外の学習環境の改善とと
もに学習成果の質的な向上を図るためには、「韓流コ
ンテンツ」と「課題」をどのように結び付け活用する
か、ということについて考えなければならない。  
先行研究でも言及されていたように、K-POP、映
画・ドラマなどの韓流関連の映像媒体は、学習者の
視覚・聴覚を刺激すると同時に、興味を誘発させる
ことで、より積極的な授業への参加を誘導するだけ
でなく、授業外の学習にも積極的に参加できるきっ
かけを作ってくれるだろう。 
このように、授業や授業以外の学習への意欲を増
進させるためには、まず、学習者自ら勉強できる環
境を作ってあげ、学習者の学習動機・目標を詳しく
把握した上で、さらに、その学習目標を基にした柔
軟、かつ、明確なカリキュラムを設定し、学習者が達
成感を感じる韓国語教育を考慮するべきである。 
 
（6)� 今後の学習計画 
ここでは今後の韓国語学習計画についてみてみる。 
 
グラフ 15）では、80％以上が「今後も学習する
つもりである」と答え、グラフ 16）の韓国語目標学
習レベルについては、「初級まで」が 46％と最も多
く、「中級まで」が 27％と答えた。その他の内容とし
ては、「最上級まで」、「会話をすることができるよう
になるまで」がある。 
 
学習目的について 26％の学習者は「単位取得」で
あると答えたが、今後の学習について消極的な学習
者 19%は、単位が取れてしまえばそれ以上学習を続
ける必要性を感じていないようである。 
岡山県内の大学での韓国語科目は、通常、最初の 1
年課程は初級、初級学習後の 1 年間は中級、中級学
習後は上級と分けている場合が多い。ところが、調
査対象の大学 4 校のうち中級課程を設置している大
学は一校のみで、他の 3 校には初級を終了した後は、
もはや大学では韓国語教育を受けることはできない。
そして中級課程を設置していない大学で初級を修了
した学習者が毎年のように 2～3 年生になっても韓
国語の学習を続けたいと中級課程の開設を求めてい
るが、大学の経済事情、収容人数の問題などでこの
要求はまだ反映されない状況である。 
① 韓国旅行と韓国語研修・留学に関する事項 
ここでは、韓国旅行と韓国語研修及び留学につい
てみてみる。韓国旅行についてはほとんどの学習者
は将来韓国へ旅行に行きたいと答えた。しかし、グ
ラフ 17）で韓国語研修や留学については、「行きた
い」と答えた学習者は 30％未満である。この結果か
ら、地理的な隣接性による文化的関心と親しみやす
さのために、気軽な旅行には肯定的であるが、真剣
な学習を必要とする韓国語研修や留学については消
極的であると言えよう。 
 
② 韓国語検定試験について 
次に、韓国語検定試験についてみてみる。グラフ
18）で、学習者の大半が韓国語検定試験に受験した
経験がないのは、学習者のほとんどが 1 年であり、
大学入学後習い始めたばかりで、当然であろう。 
 
 
一方、グラフ 19）では将来、検定試験を受けたい
と答えた学習者は 45％で、検定試験の受験を韓国語
研修や留学よりも好むことが分かった。県内の大学
のうち 1 校が外国語能力試験合格者に単位を付与し
ている。韓国語の場合、韓国語能力試験初級Ⅰ-1
（TOPIKⅠ-1）合格者には 4 単位、初級Ⅰ-2（TOPIK
Ⅰ-2）以上の合格者には 8 単位を付与している。 
    
するつもりで
ある 81%
しないつもり
である 19%
グラフ15) 今後の韓国語学習
初級まで
46%
中級まで
27%
上級まで
8%
その他4% 無回答15%
グラフ16) 韓国語学習目標レベル
行きた
い 27%
行きたく
ない 71%
無回答 2%
グラフ17) 韓国語研修及び留学
ある 2%ない 96%
無回答 2%
グラフ18) 韓国語検定試験受験経験
受けてみ
たい 45%受けたいと思
わない 30%
無回答 25%
グラフ19) 韓国語検定試験
― 122 ―
朴　珍希
― 6 ― 
 
 
しかし、将来、韓国語検定試験を「受けてみたい」
という学習者が学習者の約過半数を占めるが、現在
大学 4 校のうち韓国語検定試験対策班などそれに応
じた科目を設置している大学は 1 校もない。 
 
（7)� 現在の授業への要望 
学習者が現在の授業方式に満足しているかどうか、
授業に対する要望を調査した。グラフ 20）で、ほと
んどの学習者は現在の韓国語の授業に対する要望は
特に「ない」と答えた。 
 
授業への要望が「ある」と答えた 15％の学習者の
要望をまとめると表 3）のようになる。 
表 3) 現在の授業への要望事項 
・K-POP を利用した勉強をもっとしたい 
・韓流ドラマを見て翻訳してみたい 
・旅行先をもっと紹介してほしい 
・ドラマ視聴時間を増やしてほしい 
・異文化理解の時間を増やしてほしい 
・（韓国語での）単語ディクテーションをしたいと思う 
・実際に韓国人と交流したい 
・韓国料理を作って食べてみたい 
内容は韓国文化と韓流コンテンツに集中している。
韓流コンテンツをもっと授業に反映してほしい、韓
国文化にもっと触れたいという意見が多数である。 
このような要望を少しでも叶えてあげるための一
つの方法を、5 章で取り上げて提案する。 
 
3� 韓国（人）及び韓国語に対するイメージ 
ここでは、韓国（人）と韓国語についてどのような
印象を持っているのかについてみてみる。まず、グ
ラフ 21）の「韓国を代表するものは何ですか。」とい
う質問に「K-POP・韓流（スター）」が最も多く、「韓
国料理」、「ハングル文字」、「エステ・美容整形・化粧
品」の順になった。伝統衣装であるチマ・チョゴリが
4％にとどまった一方で、「エステ・美容整形・化粧
品」、つまり美容に関係する項目が 14％を占めたの
は興味深い。韓流ブームでメディアコンテンツだけ
でなく、韓流スターとの関連項目も幅広く関心の対
象になるということが分かる。続いて、韓国と北朝
鮮に関する調査結果についてまとめる。 
 
 
（1） 認識の程度 
まず、韓国語学習前の韓国と北朝鮮の民族と言語
に関する認識の程度を調査した結果である。 
グラフ 22）で韓国と北朝鮮が「同じ民族」である 
ことを「知っていた」と答えた学習者は 63％である。 
 
� 一方、グラフ 23）で韓国と北朝鮮が「同じ言語」
を使用していることを「知っていた」と答えた学習
者は、48％にとどまった。 
 
以上で、日本人学習者は隣国への関心はあるもの
の、隣国に対する知識はあまりないことが分かる。
韓国語教育を通じて韓国の社会と文化についての教
育も疎かにしないで、言語と文化の同時教育をする
べきであることを如実に見せている一例である。現
在の韓国語の授業は時間的に言語と文化の同時教育
は余裕がないかもしれないが、5 章で取り上げる e-
ラーニングシステムの利用で問題は解決できるだろ
う。次は、学習後のイメージ変化についてみてみる。 
 
（2）学習を通じたイメージ変化 
 
グラフ 24）で、韓国語の学習後「韓国（人）のイ
メージが「変わった」と答えた学習者は 22％であり、
グラフ 25）で、韓国語の学習後「韓国語のイメージ
が変わった」と答えた学習者は 44％で、韓国語に対
ある
15%
ない
83%
無回答 2%
グラフ20) 現在の授業への要望
34%
22
4
1
23
14
2
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K-POP・韓流(スター)等
ハングル文字
チマ・チョゴリ
IT産業
韓国料理
エステ・美容整形・化粧品
テコンドー等のスポーツ
グラフ21) 韓国を代表するものは
知ってい
た 63%
知らなかっ
た 34%
無回答 3%
グラフ22) 同じ民族
知っていた
48%
知らなかっ
た 50%
無回答 2%
グラフ23) 同じ言語
変わった
22%変わってい
ない 76%
無回答 2%
グラフ24) 韓国(人)のイメージ
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するイメージ変化の割合が大きいことが分かる。韓
国（人）・韓国語のイメージは肯定的な変化の割合が
高く、特に変化内容には異文化に関する項目が多い。 
  
 
（3） 韓国語の学習難易度 
� ここでは、学習を通じて学習者が感じる韓国語の
学習難易度についてみてみる。 
 
グラフ 26）では、過半数以上の学習者が韓国語学
習は、「普通」または「簡単だ」と感じていることが
分かった。予想通り、日本語母語話者の学習にとっ
て韓国語学習はそれほど困難ではない言語である。
韓国語学習の動機を尋ねた質問で「習いやすいと聞
いたので・周りから勧められて」、「単位が取りやす
いと思うので」がそれぞれ 15％、6％であったこと
考えると、韓国語は学習後 2 倍以上の学習者が簡単
だと感じていることを分かる。それでは、韓国語の
学習において、学習者にどの領域が最も簡単で、ど
の領域が最も難しく感じるのかについて調べる必要
がある。 
 
グラフ 27）で、最も簡単だと感じる領域は、予想
通り「文法の理解」である。一方、グラフ 28）で最
も難しいと感じる領域は、「発音」である。 
韓国語難易度に関する結果は、日本語と文法体系
と語彙の類似性が最大の理由であることでも、6 ヶ
月未満という短い学習期間での幅広い学習が十分で
きていない状態で、韓国語と日本語との音韻論的な
差異が影響を与えていると思われる。よって、教育
者は学習者が最も難しく感じる領域により多くの時
間と労力を投資すべきである。 
 
 
日本の大学における教養外国語科目としての韓国
語教育は、学問の目的や業務上の目的ではないので、
文法中心の教育ではなく、日常生活に役立つ会話能
力を育てるための会話中心の教育が優先されるべき
である。そして、学習者が難しいと感じる領域を補
完した授業内容が学習者に自信を高めると同時に、
会話能力の向上を図ることができ、学習者が韓国（人）
と韓国語に感じる印象を参考にして授業に活用すれ
ば、はるかに高い学習効果が期待できると思われる。 
 
Ⅴ� アンケート調査結果からの課題 
１� アンケート調査結果から見えたもの 
これまでにみたように、岡山県内の大学での韓国
語学習者の学習動機と学習目的は多様である。特に、
韓流コンテンツにかかわる項目が多い。韓流は「第 2
次韓流ブーム」が過ぎた現在でも韓国語学習者の学
習動機に大きな影響を与えていることが確認された。 
一方、学習者の学習到達目標はあまり高くない。
旅行や日常生活に役立つ簡単な会話能力を目指す学
習者が多く、今後の韓国語学習希望率は高いものの、
到達希望レベルとしては過半数が「初級」を希望し、
韓国語の授業にはより多くの韓流コンテンツの導入
を求める程度である。将来の韓国語研修や留学にも
メリットを感じられないようである。 
授業時間以外の学習状況は、自分で勉強する学習
者は少なく、学習時間も週 1 時間未満であるが、学
習形態としてはほとんどが「韓流コンテンツ利用」
と「宿題」という点で、韓流コンテンツは現在の韓国
語学習においても欠かせない存在である。 
日本人学習者にとって韓国語学習は全体的に大き
な困難を感じるほうではないが、初級学習者には（音
読時の）発音と語彙というリーディング領域に対す
る習得の難しさがある。また、隣国への興味・関心は
あるものの、知識はあまり高くない。学習を通じて
変わった
44%
変わってい
ない51%
無応答 5%
グラフ25) 韓国語のイメージ
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とても難しい
9%
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韓国（人）及び韓国語のイメージは肯定的な変化の
割合が高く、特に変化内容には異文化に関する項目
が多いのも特徴である。 
それでは、以上のような韓国語学習者のモチベー
ションを高め、効果のある教育をするにはどのよう
な点を注視すべきであろうか。今までの研究では、
学習者調査結果を通じて日本の韓国語教育の問題に
ついては指摘があるものの、実際の授業にどう反映
すべきかなどについてはあまり研究されていない。 
ここではまず、以上の調査結果を踏まえ、これを
支えるカリキュラムや教育方法について考えなけれ
ばならない。次の 2 節では、学習者の学習意欲を高
め、学習目標を達成させるための具体的な一つの教
育方法を提案する。 
 
２� 学習者中心教育への試み 
効率的な言語教育のための最も重要なものは、学
習者の学習動機、学習目標、学習要望などの調査を
基にした学習者中心(learner-centered)の教育課程
の設定であり、学習者中心の教育課程の設定は目的
別、国別、対象別に差がなければならない。従って、
日本の大学における教養としての韓国語教育は、学
門目的や特殊目的の教育とは異なるカリキュラム、
教育内容(syllabus)などを設定する必要があり、教育
方法も変わらなければならない。 
 
（１）� e ラーニングシステムを導入した教育 
筆者が担当する大学の授業は、大学ごとに教材が
異なり授業の方法も少々異なりはあるが、基本的に
は学習者同士が会話練習をするペア活動やグループ
活動、メディアを活用した音響教育と異文化理解の
ための文化教育といった言語と文化が共存する複合
的な授業形式である。そして、オフィスアワーなど
授業外の時間は、韓国語検定試験や韓国語スピーチ
大会・発表会などに挑戦する学習者を指導すること
がある。他に K-POP の歌詞や韓国ドラマのセリフ、
韓国のアーティストへのファンレター、韓国人との
文通の手紙、韓国語の日記などのネイティブチェッ
クを求められる場合もある。 
しかし、4 大学で教えている筆者の場合、学習者の
授業外の時間の学習や活動を十分支援することがで
きないことがある。日本の大学の韓国語教育者の多
くは、筆者のように複数の教育機関での授業を持ち、
筆者のような問題を抱えているだろう。そこで筆者
は、学習者の授業時間外の学習などを支援するため
に、電子機器を利用した e ラーニングシステムを授
業に導入し活用した。e ラーニングシステムは、情報
技術の発展により超高速通信網の利用率が増加した
デジタル時代の学習者がコンピュータだけでなく、
様々なモバイル端末で利用することができ、時空間
を超え学習者自らの学習が可能であるという長所が
ある。e ラーニングシステムの利用は、教育者が e ラ
ーニング支援室を通して科目登録をした後、それぞ
れのコンテンツ登録をすると、登録された科目を受
講する学習者が利用できるようになる。 
ここでは、筆者が韓国語教育に導入・活用した e ラ
ーニングの内容及び e ラーニング活用結果をもとに、
韓流コンテンツの活用・e ラーニングの導入及び活
用を韓国語教育における学習者中心教育の一つの方
法として提案したい。e ラーニングで実施した学習
支援は以下の通りである。 
ⅰ 各授業の資料配付 
ⅱ 自習用（自動採点）テスト実施 
ⅲ 文化授業の内容配布 
ⅳ レポート出題・管理 
ⅴ チャート室運営・管理 
ⅵ オンライン韓国語学習サイトの紹介と資料配付 
ⅶ 韓国語検定試験に関するデータ配付 
ⅷ 韓国関連サイトの紹介（観光、ショッピングなど） 
ⅰの各授業の資料は、テキスト以外のハンドアウ
トをコンテンツとして登録しておくと、学習者は時
間・場所にこだわらず自由に予習・復習ができる。 
ⅱの自習用試験は、ⅲの文化授業の内容とかかわ
りがある。例えば、4minut のミュージックビデオ「名
前は何ですか(이름이 뭐예요?)」をコンテンツとして
登録すると、学習者はコンテンツの視聴後、自習用
テストを実施する、という方法である。学習者は次
の手順で e ラーニングを利用するようになる。 
1)ミュージックビデオを視聴する。 
2)自習用（自動採点）試験実施 
ミュージックビデオの視聴後、以下のような項目
の自習用テストをする。 
・質問 1：「「뭐예요?」は何回出ましたか。」 
回答：正しい数字を選ぶ。（選択式） 
・質問 2：「「名前」の意味の韓国語は何ですか。」 
� 回答：正しい韓国語を選ぶ。（選択式） 
・質問 3：「「何ですか」の意味の韓国語を書きなさ 
い。」 
� 回答：韓国語で書き入れる。（記述式） 
3)（教育者は）学習者のテスト結果確認及びフィード
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バックする。 
このように、「電話番号(전화번호)」、「どこです
か。(어디예요?)」など、ミュージックビデオに出て
くる他の表現も同じやり方でできるので、一本のコ
ンテンツで様々な自習用テストができる。自習用テ
ストは自己採点が可能で、即時テストの結果が分か
る。何度も再チャレンジができる。 
このような韓流コンテンツの活用と e ラーニング
による学習方法は、学習者の学習意欲はもちろん、
聞く、読む、書く、話す能力の学習効果の他に、集
中力・記憶力も向上される。さらに、学習者が自身
の学習能力を認知し、自分に合う学習方法を探し出
すことにもつながる。「次はどのようなコンテンツ
が登録されるだろう」という学習者には予測の楽し
みも与えることになる。「授業以外の学習状況」で
「授業以外の学習形態」はほとんど「韓流コンテン
ツ」と「宿題や予習・復習」であったことも踏ま
え、学習者がただの韓国文化関係の映像を視聴する
ようにコンテンツだけを与えるのではなく、以上の
ように「授業以外の学習」を兼ねた映像視聴になる
ように工夫すべきである。 
また、ⅳのレポートの場合は、韓国の伝統スポー
ツのテコンドーの映像をコンテンツとして登録し、
次のような手順でレポートを提出する。 
1)コンテンツを視聴する。 
2)レポートの提出 
コンテンツの視聴後、簡単なレポートを提出する。 
・質問 1：「テコンドーはどんなものですか。」 
レポート：回答欄に書く。（記述式） 
・質問 2：「テコンドーのようなものはあなたの国
にもありますか。もしあるとしたら、どんなも
のですか。それはなぜそう思いますか。」 
レポート：回答欄に書く。（記述式） 
3)（教育者は）学習者のレポート提出確認及びフィ
ードバックする。まとめをチャート室にアップ
し、学習者同士の自由な討論活動を支援する。 
� このように、衣食住の文化、観光地、スポーツな
ど様々なテーマでの「文化教育」が可能である。 
� 上記のような学習・活動支援は、e ラーニングを
通じて配布した資料や教材での学習者自らの学習が
可能で、1 対 1 のチャットを通じたコミュニケーシ
ョンで学習者と教育者がいつでもどこでもコミュニ
ケーションをとることができるとともに、時空間を
超えた追加学習支援が可能になる。また、自由なコ
ミュニケーションを通して学習者のニーズが把握で
き、学習に動機を与えながらフィードバックをする
ことによって、より効果的な学習環境を提供するこ
とができる学習者別の教育支援が可能になる。さら
に自習用のテスト実施で学生の理解度の確認がで
き、教育者と学習者間の距離も縮まる。 
このように、学習者自らの学習ができる姿勢と意
欲を持たせることは、学習成果の向上に直結すると
言えよう。  
 
（２）� e ラーニングシステムの活用満足度 
ここでは、e ラーニング活用に対する満足度を調
査した。グラフ 29）で、e ラーニングの学習への導
入・活用が学習成果につながり、「役に立った」と答
えた学習者は 84％を占めす。すでに見てきたように、
e ラーニングシステムは一方的な課題提供を超え相
互作用学習であるため、教育者が提示するものをた
だ受けるだけではなく、学習者が直接資料を探して
分析するという能動的な活動が可能になるという点
で、学習者に学習しやすい環境を提供すると言える。 
今後、韓流コンテンツと e ラーニングシステム活
用を通じて、韓国語教育の授業の延長線で、学習動
機と学習満足をもたらすことができる、より多様で
効果的なコンテンツの開発と学習環境提供に関する
研究が必要であろう。 
 
Ⅵ� おわりに 
以上、日本の大学における教養としての韓国語教
育についてみてみた。特に、岡山県内の大学の例を
中心に学習者ニーズを分析し、学習者の学習意欲を
向上させる学習者中心教育を目指すために、韓流コ 
ンターテンツと e ラーニングシステムの韓国語教育 
ヘの活用を韓国語学習に寄与できる方法の一つとし
て提案した。韓流の人気による韓国語教育がいつま
で維持されるのか予測はできないが、学習者の学習
意欲を引き起こし、楽しく、かつ、達成感が感じられ
る韓国語教育にするためには、関連するコンテンツ
の導入など柔軟性のあるカリキュラムにより、学習
者のレベルに応じた学習環境が造成されたコミュニ
ケーション能力と学習者中心の韓国語教育を目指す
べきである。そのような面で韓流コンテンツと e ラ
ーニングシステムの導入・活用という独自の方法の
役に立った
84%
役に立たな
かった
16%
グラフ29) Eラーニングの活用
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教育は、授業の延長線で学習者の学習意欲を高める
ことへの一助となるに違いない。 
本研究の対象は、岡山県内の大学に限定したため、
日本全地域に拡大して適用させるには限界があるが、
現在の大学の学習者を対象にしたアンケート調査が
不足している状況で、今後の日本の韓国語教育の状
況把握に実質的な参考資料となることを願う。 
大学と高等学校における韓国語教育の比較、レベ
ル別の学習者調査などは、今後の研究課題としたい。 
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language taught in Japan based on survey results from Korean language learner questionnaires at a 
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